
平成19年度病害虫発生予報第５号（８月予報）

今月のトピックス

トマト黄化葉巻病

Tomato yellow leaf curl virus (TYLCV)

生態と被害

トマト黄化葉巻病は、トマト黄化葉巻ウイルス (TYLCV)により引き起こされ、タバココナ
ジラミ（シルバーリーフコナジラミ）によって媒介される。発病すると株上位の葉が黄化、葉
巻、萎縮し、生長が著しく阻害され、開花しても結実しにくくなる。苗の段階で罹病すると、
収穫が皆無となるおそれがある。ウイルス病であるため、一度罹病すると発病部を切り
取っても治らない。トルコギキョウにも感染・発病する。沖縄県では平成１９年１月に確認
された。

☆ 予報の見方 ☆
１）発生予察情報は、前月の調査に基づき発生程度が「並」以上の病害虫を中心に掲載しています。「やや少」
以下の病害虫については通常掲載していません。
２）「発生程度」は平年との比較を示しています。そのため、毎年その月で高い数値が続いた場合には、その月
の「発生程度」は密度が高くても「並」として発表されます。前月との多少の比較はグラフを参考にしてください。

平成19年８月１日
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http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/cateview.jsp?cateid=119
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＜お知らせ＞ 台風時の病害対策に関するお知らせがあります。（裏表紙参照）


